

























4〈一 九 九 二 〉年。のち河出文庫、平成












































藤式部という女房名での宮仕えを想定 き のは、為時が花山朝永観二（九 八 四 ）
年から寛和二








6注〈一 九 八 六 〉年
注0月）
が近藤説に先行して学界に




















（一 〇 〇 八 ）
年、敦成
親王誕生時においても中宮彰子付きの古参女房 は一条天皇母后であった東三条女院詮子
（長保三〈一 〇 〇 一 〉年十二月崩御）
の影響下に陪侍した女房た











倫子付きの女房として十八歳で出仕した する。そうだ すれば、為 が長徳二




























（九 八 六 ）
年六月式部大丞の
官を退き、長徳二





































（九 九 八 ）
年の帰京後、それも既に夫とな
った宣孝の没後


























であることが知られる。そして、この寡居期に道長家から女房として招く打診が り、式部はそ に応じるか迷い苦慮し 時期とすれば、寛弘二





































































に書きかはし、すこしけ遠きたよりどもをたづねてもいひけるを ただこれをさまざまにあへしらひ、そぞろごと つれづれをばなぐさめ つ、世にあるべき人かずとは思はずながら さしあたりて、恥づ いみじと思ひしるかたばかりのがれたり を、さも残ることなく思ひ知る身の憂さかな。　
こころみに、物語
をとりて見れど、見しやうにもおぼえず、あさましく





















『源氏物語』に違いなかろうし、またそれならば献上される豪華な浄書本なのではもちろんなく、作者の手持ちの原本そのも であり、しかも浄書作業から除かれ実家にうち置かれ あった物語であった かも知れないいうことである。それが道長家出仕以前 書かれた「物語」であり 先のような感懐を誘発したのであれば、それは『源氏物語』 ど 部分 ったのかと になり、 を言い換え ば、式部はいったい『源氏物語』のどの部分から書き始めていたのかということにもなろう。　
宮仕えから退いていたとはいえ、前掲『紫式部集』イロから想定される













（一 〇 〇 八 ）
年十一月
の御冊子作り 時点では、いまだ玉鬘系十六帖は完成されていなかったという認識を示す。では玉鬘系の巻々の成立時期は何年なのかというと、武田説は「玉鬘系は紫上系完成後五六年以 をお て寛弘七八年以後の作見られる。 」とし、近藤説は具平親王との関係 重視して、おおよそ以下の理由から具平親王薨後、つまり寛弘六


























かつての主家であった具平親王へ 遠慮 顧慮を排しての物語創作という別の新たな視点を付加することで、いっそう玉鬘系十六帖の一括後記挿入の確実性を増すことになっている 思われる。　
しかし、玉鬘巻以下十帖、いわゆる玉鬘十帖は六条院造営の内部拡充と
して夕顔 遺児玉鬘を組み入れて紫 上系 の合流を計る点からもその存在意義を明らかにできるものの、帚木、空蝉、夕顔、末摘花 蓬 、関屋の第一部前半の四帖とそ 後日談を含む計六帖に関しては 武田論でも「玉鬘系前六帖は紫上系との接続も不自然であり、説話の筋も判然と区別されて居るので、之が後の記述挿入であることについては 合理的に物を考える人の間には否定 ようとする人はないであろう。 」とし、その検証のほとんどを玉鬘十帖に絞っている。　
では合理的に考えて、何故紫の上系と矛盾することが歴然となるような







（一 〇 〇 九 ）
年以降の成立として考察から排除してしま
うのは訝しさを禁じ得ない である。そし 、もう一つ『紫式部日記』には、道長が嫡子頼通の結婚相手に中務宮具平親王の娘隆姫を考えていた時期の記述に次のようにあることが、式部と 家との間に複雑な状況 寛弘六
（一 〇 〇 九 ）
年以前に既に生じていたことをうかがわせていよう。











































 六条御息所は に「六条京極わたり」と触れられているが、これは彼女 重要な脇役として登場する「夕顔」巻を前提とした記述と見なすべきである。
　
斎藤氏は巻序として「桐壺」→「若紫」→帚木三帖→「末摘花」を退け、









る結果を導き出し、帚木三帖の物語成立とその発表の場を具平親王家サロン周辺と見定めることによって、より具体化した物語の成立事情を組み立て得たということであろう。そし 言うまでもなく武田論 玉鬘系十六帖一括後記挿入説から帚木三帖の切り離しが、道長家出仕以前 寡居期における執筆時期 その成立基盤を具平親王家サロン周辺とすることで可能となり、具平親王の「隠ろへごと」
（帚木巻）
まで世に喧伝されることに


























































































































『源氏物語』の創作基点と捉える考え方は、紫の上系成立を優先とする分析を凌駕するに至っていな といえよう。とも く藤壺を本文読解に際してどのように位置づけるのかに、このような真逆の対立が学説として成り立ち得る現況であることを認識するに どめざるを得まい。　
とはいえ、斎藤氏のように夕顔巻で六条わたりの女君は夕顔と対比的に
































































（一 〇 〇 五 ）
年十二月二十九日に十七歳の幼く見える彰子に初お目見えし









































 為時の「懐中書大王排花閣旧遊詩序」の一節で、この「藩邸ノ旧僕タルノミ」によって具平親王家 家司説が出されることになるが、そもそも「中書大王 は具平親王ではなく、兼明親王とする坂本共展『源氏物語構成論』（笠間書院、平成

























2注〈二 〇 一 七 〉年
注月。のち『源氏物語の記憶─時代との交差』武
蔵野書院、平成

































〈一 九 五 四 〉年）
の天延元












































































20〈二 〇 〇 八 〉年
注2月）
は、 『紫式部集』イ番





注注〈一 九 四 〇 〉年
4月。のち『源氏物語研
究』角川書店、昭和






43〈一 九 六 八 〉年。のち『稲賀敬二コレクション（三） 『源氏物語』
とその享受資料』笠間書院、平
注注〈二 〇 〇 七 〉年）
（
23）




































































































22〈二 〇 一 〇 〉年
2月。の
ち『源氏物語の創作過程の研究』新典社、平成
26〈二 〇 一 四 〉年）
。呉羽氏は「帚木三













































22〈二 〇 一 〇 〉
年）
。以下は『為信集』九五・九六・九七番の歌群である。
　　　　　
 また、忍びて物言ひし人の見つけて言ひければ、たえて
逢
は
で、物起しに
逢
ひたりける、衣をひかへたりけるを、脱ぎ捨
てて入りければ
　　　
いまさらに身のしろ衣賜りておもと犯せる罪は負ひにき
（九五）
　　
返し
　　
ひとかたに禊ぎてしかばことせめて罪といふ罪はあらじとぞ思ふ
（九六）
　　
又、人をとらへたるに、衣を脱ぎ捨 て入りたるを
　　
つれなきを思ひわびては唐衣 へすにつけ うらみつるかな
（九七）

（くげ
　
ひろとし
　　
本学名誉教授）
